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売上：増収 

利益：上場来最高益
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・・・・・・・デザイン事業減収もソフトウェア事業が好調

・・ソフトウェア事業に加え投資事業が好調
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ソフトウェア事業

デザイン事業

投資事業

各事業の第２四半期

要因：ライセンスが 
　　絶好調に加え 
　　サブスク順調

要因：海外のコロナによる 
　　顧客ダメージが影響

✦656百万円の評価益計上
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台湾

オーストラリア

アメリカ

✦656百万円の評価益計上

日本

投資事業 ✦ 投資事業が引き続き順調

T	E	C	H	N	O	L	O	G	Y

評価額増加

評価額減少
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✓15年連続市場シェアNo.1

✓サブスク売上 30%超増加

Warp
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ライセンス売上
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✓ノーコード施策で売上約２倍

✓コロナ需要で売上約2倍

✓販売パートナー拡大

急成長製品①

Gravio

✓コロナ影響等により伸びず

Handbook

Platio

ソフトウェア事業

✓新たな成功事例続々公開
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MRRの推移と解約率(R.チャーン)
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※R.チャーン：月間売上総解約率。第２四半期３カ月平均。

（千円） （千円） （千円） （千円）

24ヶ月で 

6.7倍
24ヶ月で 

31倍

ソフトウェア事業

下半期に 
新製品投入

下半期に 
当社史上最大販促
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販売管理費の推移と内訳
✓「中期経営計画STAR」に基づき、「人件費+募集採用費」および「広告販促費」

が計画通りに推移。 

✓「その他」の「支払報酬（主に監査・弁護士報酬）」が増加
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人件費/率
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売上収益から営業利益までの内訳
✓ 「中期経営計画STAR」に基づいた「販管費」が増加した一方で、「その他収益/

費用」（主にGorilla株式の評価益）の増加により営業利益が増加。

製品・サービス原価: 226

販管費: 965

1,368

アーンアウト:  ー

投資先評価益 他

685

売上収益 営業利益

862

売上原価

（単位：百万円）
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営業利益/税引前利益/四半期利益
（親会社の所有者に帰属する）
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金融収益・費用: 31

（単位：百万円）
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経営指標の推移（前年同期比）
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財政状態計算書
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2021年 

3月31日

2021年 

9月30日
増減

現預金等 2,451 2,051 ▲400

営業債権 256 348 91

その他流動資産 80 481 401

有形固定資産 181 483 302

のれん 1,015 1,003 ▲11

無形資産 69 78 8

投資等その他 3,855 4,634 779

資産合計 7,907 9,077 1,170

借入金 243 243 -

営業債務 182 304 121

未払法人所得税等 99 105 5

その他流動負債 689 780 92

長期借入金 643 572 ▲71

その他非流動負債 330 719 390

負債合計 2,186 2,723 536

株主資本 5,682 6,143 461

その他資本の構成要素 ▲138 ▲27 112

非支配持分 178 238 60

資本合計 5,721 6,355 633

資	
産	
の	
部

負	
債	
の	
部

資	
本	
の	
部

（単位：百万円）

■現預金等 

   2,051

■自己資本比率 

   67.4%

百万円

　積極的な投資に耐えうる 

　極めて健全な財務体質
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2021年3月期 

第２四半期

2022年3月期 

第２四半期

営業活動による 

キャッシュ・フロー 495 196

投資活動による 

キャッシュ・フロー ▲123 ▲375

財務活動による 

キャッシュ・フロー ▲204 ▲210

現金及び現金同等物の 

期末残高 2,665 2,051

（単位：百万円）

✓営業活動コスト、法人税等の支払いの増加により営業キャッシュフローが減少 

✓今後の戦略的投資に向けて20億円超の潤沢な現預金等を有する。

キャッシュ・フロー計算書
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2022年3月期 

第２四半期決算説明会

お問い合わせは：03-5718-1655

16

本説明会及び説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、

現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に 

不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、さまざまな 

要因の変化等により、これらの見通しと異なる場合があります 

ことをご承知おきください。

（証券コード：3853）
LINEによるIRニュース
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